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(57)【要約】
【課題】正面と背面とを反転することなく、隣り合った
居住スペースとトイレスペースとの配置を変更すること
ができるようにしたペット用サークルを提供する。
【解決手段】ペット用サークルは、周壁パネル１と、仕
切パネル２と居住側トレー４１とトイレ側トレー４２と
を備えている。周壁パネル１は、正面パネル１１と背面
パネル１２と左右の側面パネル１３，１４との各側辺が
互いに連結され、内側に内部空間５を設ける。仕切パネ
ル２は、内部空間５を居住スペース５１とトイレスペー
ス５２とに区画するように正面パネル１１及び背面パネ
ル１２に取り付けられる。居住側トレー４１は、居住ス
ペース５１内に置かれる。トイレ側トレー４２は、トイ
レスペース５２内に置かれる。居住側トレー４１とトイ
レ側トレー４２とが交換自在とされる。両トレー４１，
４２の交換に対応して仕切パネル２が正面パネル１１及
び背面パネル１２に着脱自在とされる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面パネルと背面パネルと左右の側面パネルとの各側辺が互いに連結され、内側に内部
空間を設ける周壁パネルと、
　前記内部空間を居住スペースとトイレスペースとに区画するように前記正面パネル及び
前記背面パネルに取り付けられる仕切パネルと、
　前記居住スペース側に置かれる大きめの居住側トレーと、
　前記トイレスペース側に置かれる小さめのトイレ側トレーと、
を備え、
　前記居住側トレーと前記トイレ側トレーとが交換自在とされ、当該両トレーの交換に対
応して前記仕切パネルが前記正面パネル及び前記背面パネルに着脱自在とされ、当該仕切
パネルの取付位置によって前記居住スペースとトイレスペースとの配置が変更可能とされ
ている、
ペット用サークル。
【請求項２】
　前記居住側トレーは、前記居住スペース内に置かれる又は前記居住スペースから食み出
るように置かれ、前記トイレ側トレーは、前記トイレスペース内に置かれる又は前記トイ
レスペースから食み出るように置かれる、請求項１に記載のペット用サークル。
【請求項３】
　前記正面パネルは、前記居住スペースへの出入口及び前記トイレスペースへの出入口を
有し、前記各出入口を開閉する各主扉を備えている請求項１又は２に記載のペット用サー
クル。
【請求項４】
　前記正面パネルは、前記居住スペースへの出入口と前記トイレスペースへの出入口との
間に設けられる中間部であって、前記仕切パネルが取り付けられる中間部を備えている請
求項１乃至３のうちいずれか１項に記載のペット用サークル。
【請求項５】
　前記仕切パネルは、前記居住スペースと前記トイレスペースとの間でペットが出入りで
きるようにする仕切出入口を有し、当該仕切出入口を開閉する仕切扉とを備えている請求
項１乃至４のうちいずれか１項に記載のペット用サークル。
【請求項６】
　前記正面パネル及び前記背面パネルは、居住スペース側の第１のパネルとトイレスペー
ス側の第２のパネルとに二分割され、前記居住スペース側の第１
のパネルとトイレスペース側の第２のパネルとを連結する連結部材を備えている請求項１
乃至５のうちいずれか１項に記載のペット用サークル。
【請求項７】
　少なくとも前記正面パネル及び前記背面パネルは、複数本の線材を格子状に組んだ檻状
とされ、前記仕切パネルの着脱位置で隣り合っている線材の間隔が他の位置で隣り合って
いる間隔よりも狭くされている請求項１乃至６のうちいずれか１項に記載のペット用サー
クル。
【請求項８】
　前記居住側トレー及び前記トイレ側トレーは、それぞれ底板部と、当該底板部の外周縁
に立ち上げられた周壁部と、当該各周壁部の上端縁から外向きに突出した鍔部と、を備え
、隣り合った前記居住側トレーと前記トイレ側トレーの各鍔部に、係合する折返し部が備
えられている請求項１乃至７のうちいずれか１項に記載のペット用サークル。
【請求項９】
　前記居住側トレー及び前記トイレ側トレーは、一体化さている請求項１乃至７のうちい
ずれか１項に記載のペット用サークル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、犬や猫などのペットを入れるペット用サークルに関し、特に、居住スペース
とトイレスペースとが隣り合うように設けられたペット用サークルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　犬や猫などのペットを屋内で飼えるようにしたペット用サークルが種々提供されている
。例えば、特許文献１には、広めの居住スペースと狭めのトイレスペースとが隣り合うよ
うに設けられたペット用サークルが記載されている。
【０００３】
　このペット用サークルは、内部空間を設ける周壁パネルと、この内部空間を居住スペー
スとトイレスペースとに区画する仕切パネルとを備えている。居住スペースの床面は、タ
オル地やカーペット地とされている。トイレスペースには、プラスチック製や金属製のト
レーが設置されている。なお、ペット用サークルは、一般的に正面のパネルに扉を取り付
けている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２３９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載されたペット用サークルは、向かって左側に居住スペースが設置され
、右側にトイレスペースが設置されている。ペット用サークルは、設置されるリビングル
ームのレイアウトの関係などから、向かって左側にトイレスペースを設置し、右側に居住
スペースを設置したい場合がある。しかし、ペット用サークルは、正面側と背面側を反転
させて、居住スペースとトイレスペースとを左右交換すると、扉が壁向きとなり、前面に
扉を有さなくなる。
【０００６】
　本発明は、正面と背面とを反転することなく、隣り合った居住スペースとトイレスペー
スとの配置を変更することができるようにしたペット用サークルを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様のペット用サークルは、
　正面パネルと背面パネルと左右の側面パネルとの各側辺が互いに連結され、内側に内部
空間を設ける周壁パネルと、
　前記内部空間を居住スペースとトイレスペースとに区画するように前記正面パネル及び
前記背面パネルに取り付けられる仕切パネルと、
　前記居住スペース側に置かれる大きめの居住側トレーと、
　前記トイレスペース側に置かれる小さめのトイレ側トレーと、
を備え、
　前記居住側トレーと前記トイレ側トレーとが交換自在とされ、当該両トレーの交換に対
応して前記仕切パネルが前記正面パネル及び前記背面パネルに着脱自在とされ、当該仕切
パネルの取付位置によって前記居住スペースとトイレスペースとの配置が変更可能とされ
ている。
【０００８】
　前記居住側トレーは、前記居住スペース内に置かれる又は前記居住スペースから食み出
るように置かれ、前記トイレ側トレーは、前記トイレスペース内に置かれる又は前記トイ
レスペースから食み出るように置かれてもよい。
【０００９】
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　前記正面パネルは、前記居住スペースへの出入口及び前記トイレスペースへの出入口を
有し、前記各出入口を開閉する主扉を備えていてもよい。
　この場合、前記正面パネルは、前記居住スペースへの出入口と前記トイレスペースへの
出入口との間に設けられる中間部であって、前記仕切パネルが取り付けられる中間部を備
えていてもよい
　前記仕切パネルは、前記居住スペースと前記トイレスペースとの間でペットが出入りで
きるようにする仕切出入口を有し、当該仕切出入口を開閉する各仕切扉とを備えていても
よい。
【００１０】
　前記正面パネル及び前記背面パネルは、居住スペース側の第１のパネルとトイレスペー
ス側の第２のパネルとに二分割され、前記居住スペース側の第１のパネルとトイレスペー
ス側の第２のパネルとを連結する連結部材を備えていてもよい。
　少なくとも前記正面パネル及び前記背面パネルは、複数本の線材を格子状に組んだ檻状
とされ、前記仕切パネルの着脱位置で隣り合っている線材の間隔が他の位置で隣り合って
いる間隔よりも狭くされていてもよい。
【００１１】
　前記居住側トレー及び前記トイレ側トレーは、それぞれ底板部と、当該底板部の外周縁
に立ち上げられた周壁部と、当該各周壁部の上端縁から外向きに突出した鍔部と、を備え
、隣り合った前記居住側トレーと前記トイレ側トレーの各鍔部に、係合する折返し部が備
えられていてもよい。
【００１２】
　前記居住側トレー及び前記トイレ側トレーは、一体化されていてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、正面と背面とを反転することなく、隣り合った居住スペースとトイレ
スペースとの配置を変更することができるようにしたペット用サークルを提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係るペット用サークルの一実施形態を示す斜視図であって、居住スペー
スが右側、トイレスペースが左側にある状態を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るペット用サークルの一実施形態を示す斜視図であって、居住スペー
スが左側、トイレスペースが右側にある状態を示す斜視図である。
【図３】本発明に係るペット用サークルの一実施形態を示す斜視図であって、居住スペー
スが右側、トイレスペースが左側にある状態を示す分解斜視図である。
【図４】本発明に係るペット用サークルの一実施形態を示す斜視図であって、正面パネル
に備えられた主扉及び仕切パネルに備えられた仕切扉が開けられている状態を示す斜視図
である。
【図５】本発明に係るペット用サークルに備えられたトレーの一実施形態を示す断面正面
図であって、（ａ）は全体を示す正面断面図、（ｂ）は、要部を拡大した正面断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明のペット用サークルの一実施形態について図面を参照して説明する。本発
明のペット用サークルは、周壁パネル１と、仕切パネル２と、居住側トレー４１と、トイ
レ側トレー４２と、を備えている。本発明のペット用サークルは、さらに天井パネル３を
備えている。
【００１６】
　図１乃至図４に示すように、周壁パネル１は、リビングルームのフロアなどの上に設置
され、正面パネル１１と背面パネル１２と左右の側面パネル１３，１４とを備えている。
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各パネル１１～１４は、各側辺が連結部材１５によって互いに連結される。周壁パネル１
の内側に内部空間５が設けられる。仕切パネル２は、内部空間５を広めの居住スペース５
１狭めのトイレスペース５２とに区画するように正面パネル１１及び背面パネル１２に取
り付けられる。
【００１７】
　図３にも示すように、周壁パネル１、仕切パネル２及び天井パネル３は、複数本の線材
（番線）６を格子状に組んだ檻状とれている。すなわち、正面パネル１１は、起立姿勢で
並べられた多数本の線材６と、水平姿勢で並べられた複数本の線材６とによって檻状とさ
れている。背面パネル１２、左右の側面パネル１３，１４及び仕切パネル２は、起立姿勢
で並べられた多数本の線材６と、上下の２か所及び中間の２か所とに水平姿勢で並べられ
た線材６とによって檻状とされている。天井パネル３は、水平姿勢で正面パネル１１と背
面パネル１２とに架け渡されるように並べられた多数本の線材６と、水平姿勢で左右の両
側面パネル１３，１４に架け渡されるように並べられた複数本（例えば４本）の線材６と
によって檻状とされている。
【００１８】
　正面パネル１１、背面パネル１２及び天井パネル３は、居住スペース５１側の第１の分
割パネル（採番せず）とトイレスペース５２の第２の分割パネル（採番せず）に二分割さ
れる。分割パネルは、重ね合わされることで、コンパクトに梱包することができる。分割
パネルは、連結部材１５によって連結されることで、フラットな所定の大きさの正面パネ
ル１１、背面パネル１２及び天井パネル３に組み立てられる。
【００１９】
　図４にも示すように、正面パネル１１の第１の分割パネルは、居住スペース５１への出
入口又はトイレスペース５２への出入口となる第１の出入口１１１を有し、この第１の出
入口１１１を開閉する第１の主扉１１３を備えている。正面パネル１１の第２の分割パネ
ルは、居住スペース５１への出入口又はトイレスペース５２への出入口となる第２の出入
口１１２を有し、この第２の出入口１１２を開閉する第２の主扉１１４を備えている。両
主扉１１３，１１４は、蝶番のような支持部材１１５を基端側の軸にして手前側に開閉す
る開き戸である。支持部材１１５は、側面パネル１３，１４に隣接する正面パネル１１の
線材６に取り付けられる。
【００２０】
　各主扉１１３，１１４の先端部には、ロック部材１１６が取り付けられている。ロック
部材１１６は、各主扉１１３，１１４の上部及び下部で突出・退入するスライド部材１１
７と、スライド部材１１７を操作するハンドル（採番せず）とを備えている。スライド部
材１１７が突出することで、各主扉１１３，１１４が開けられないようにされている。ス
ライド部材１１７が退入することで、各主扉１１３，１１４が開けられるようにされてい
る。
【００２１】
　正面パネル１１は、居住スペース５１の出入口とトイレスペース５２の出入口との間に
中間部１１８を設けたものとされる。中間部１１８は、第１の分割パネルに設けられ、第
２の分割パネルに設けられない。したがって、第１の分割パネルは、第２の分割パネルよ
りも中間部１１８の分だけ大きく形成されている。この中間部１１８の一端（例えば左端
）又は他端（例えば右端）に仕切パネル２の前側端縁が位置する。
【００２２】
　仕切パネル２の上端縁には、一対の掛止部２３，２３が反対方向に突出するように設け
られている。各掛止部２３，２３が正面パネル１１と背面パネル１２の各上側の水平姿勢
の線材６に掛止される。仕切パネル２の背面側は、中間部１１８と向き合う背面パネル１
２に位置する。正面パネル１１の中間部１１８と、この中間部１１８と向き合う背面パネ
ル１２の中間部１１８は、両線材６の間隔が、中間部１１８以外の部位の線材６の間隔よ
りも狭くされている。こうすることで、仕切パネル２が位置ずれしないようにすることが
できるとともに、仕切パネル２を掛止する位置の目印となる。
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【００２３】
　仕切パネル２は、居住スペース５１とトイレスペース５２との間でペットが出入りでき
るようにする仕切出入口２１を有し、この仕切出入口２１を開閉する仕切扉２２とを備え
ている。仕切出入口２１は、例えば、正面パネル１１側に設けられる。仕切扉２２は、ス
ライドする引き戸とされている。仕切パネル２は、仕切扉２２のスライドをガイドする線
材６を備えている。
【００２４】
　天井パネル３の第１の分割パネルと第２の分割パネルは、同じ大きさに形成される。天
井パネル３の第２の分割パネルが天井パネル３の第１の分割パネルと隣り合う側（基端側
）の線材６であって、正面パネル１１及び背面パネル１２と平行に向いた線材６の一対は
、天井パネル３の第１の分割パネルの線材６であって、天井パネル３の第２の分割パネル
と隣り合っている線材６に間隔を空けて巻き付くように延長した折返し部（採番せず）を
備えている。この折返し部によって、天井パネル３の第１の分割パネルと第２の分割パネ
ルとが平坦な状態と跳ね上がった状態とに姿勢転換するように開閉する。
【００２５】
　天井パネル３の第１の分割パネルは、居住スペース５１を囲む側の正面パネル１１、背
面パネル１２及び一方（図面では右側）の側板パネル１３の上縁に重なるように設置され
、跳ね上がった開扉状態と、居住スペース５１を閉じた閉扉状態とに開閉する。天井パネ
ル３の第２の分割パネルは、トイレスペース５２を囲む側の正面パネル１１、背面パネル
１２及び他方（図面では左側）側板パネル１４の上縁に重なるように設置され、跳ね上が
った開扉状態と、トイレスペース５２を閉じた閉扉状態とに開閉する。
【００２６】
　さらに、天井パネル３の両分割パネルの遊端側には、閉扉した状態を維持できるように
、各側板パネル１３，１４の上縁の線材６に引っ掛かるフック３１，３１が設けられてい
る。天井パネル３の各分割パネルの遊端部は、上向きの力が加えられることで、フック３
１，３１が各側板パネル１３，１４の上縁の線材６から外れ、開扉することができる。
【００２７】
　広めの居住スペース５１内には、大きめの居住側トレー４１が置かれる。狭めのトイレ
スペース５２内には、小さめのトイレ側トレー４２が置かれる。両トレー４１，４２は、
例えばＡＢＳ樹脂のような樹脂や金属などで成形される。居住側トレー４１がトイレ側ト
レー４２よりも大きくても、正面パネル１１に中間部１１８が設けられていることにより
、居住側トレー４１が両出入口１１１，１１２に食み出ることはない。換言すれば、居住
側トレー４１が両出入口１１１，１１２に食み出ないような大きさに中間部１１８が設け
られる。
【００２８】
　図５に示すように、居住側トレー４１及びトイレ側トレー４２は、それぞれ底板部４１
１，４２１と、この底板部４１１，４２１の外周縁に立ち上げられた周壁部４１２，４２
２と、この各周壁部４１２，４２２の上端縁から外向きに突出した鍔部４１３，４２３と
を備えている。隣り合った居住側トレー４１の鍔部４１３とトイレ側トレー４２の鍔部４
２３とには、係合する折返し部４１４，４２４がそれぞれ備えられている。トイレ側トレ
ー４２の折返し部４２４が居住側トレー４１の折返し部４１４に被さることで、両トレー
４１，４２が連結される。なお、図示しないが、居住側トレー４１の折返し部４１４がト
イレ側トレー４２の折返し部４２４に被さるようにしてもよい。
【００２９】
　居住側トレー４１の底板部４１１には、複数（図面では３か所）の突起４１５が設けら
れている。突起４１５は、折返し部４１４が設けられる周壁部４１２に近接して設けられ
ている。つまり、居住側トレー４１には、突起４１５と周壁部４１２との間に溝部４１６
が形成された状態とされている。この溝部４１６内に仕切パネル２の下縁部が嵌め込まれ
る。このようにして仕切パネル２は、ガタツキがないように内部空間５を仕切る。
【００３０】
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　ここで、本実施形態のペット用サークルの組立手順について説明する。まず、リビング
ルームのレイアウトなどから、ペットの飼主である使用者は、向かって右側に居住スペー
ス５１を設置し、左側にトイレスペース５２を設置するか、あるいは、向かって右側にト
イレスペース５２を設置し、左側に居住スペース５１を設置するかを決定する。
【００３１】
　ペット用サークルの正面パネル１１、背面パネル１２及び天井パネル３は、第１の分割
パネルと第２の分割パネルとに二分割され、重ね合わされ、コンパクトに梱包されて配達
される。したがって、開梱した後、使用者は、二分割されている第１の分割パネルと第２
の分割パネルとを並べて連結部材１５によって一体化し、所定の正面パネル１１、背面パ
ネル１２及び天井パネル３に組み立てる。
【００３２】
　なお、正面パネル１１は、梱包されたときに、各主扉１１３，１１４が両出入口１１１
，１１２に予め取り付けられたものであってもよいし、別途、取り付けられるものであっ
てもよい。また、仕切パネル２は、梱包されたときに、仕切出入口２１に仕切扉２２が取
り付けられたものであってもよいし、別途、取り付けられるものであってもよい。
【００３３】
　図１に示すように、右側に居住スペース５１を設置し、左側にトイレスペース５２を設
置する場合は、右側に居住側トレー４１を置き、左側にトイレ側トレー４２を置く。図２
に示すように、左側に居住スペース５１を設置し、右側にトイレスペース５２を設置する
場合は、左側に居住側トレー４１を置き、右側にトイレ側トレー４２を置く。いずれにし
ても、トイレ側トレー４２の折返し部４２４が居住側トレー４１の折返し部４１４に被さ
ることで、両トレー４１，４２が連結される。
【００３４】
　使用者は、この両トレー４１，４２を囲むように周壁パネル１を組み立てる。使用者は
、正面パネル１１と背面パネル１２と側板パネル１３，１４が両トレー４１，４２を囲む
ように起立させる。ただし、仕切パネル２の上端縁で突出した一対の掛止部２３，２３が
正面パネル１１の線材６と背面パネル１２の線材６とに引っ掛けられるように、正面パネ
ル１１と背面パネル１２の上部の間隔が下部の間隔よりも広くされている。
【００３５】
　使用者は、正面パネル１１と背面パネル１２の上部の間隔と下部の間隔とが同じ、すな
わち、正面パネル１１と背面パネル１２が平行になるように起立させることで、仕切パネ
ル２の上部で突出した一対の掛止部２３，２３が正面パネル１１の線材６と背面パネル１
２の線材６とに引っ掛けられる。仕切パネル２の下縁部は、居住側トレー４１の溝部４１
６内に嵌め込まれる。
【００３６】
　そして、正面パネル１１と背面パネル１２と左右の側面パネル１３，１４との各側辺を
連結部材１５によって互いに連結することで、内側に内部空間５を設ける周壁パネル１が
組み立てられる。周壁パネル１は、連結された居住側トレー４１とトイレ側トレー４２と
の両鍔部４１３，４２３を囲むことで、両トレー４１，４２を位置ずれさせない。
【００３７】
　次に、使用者は、仕切パネル２を正面パネル１１と背面パネル１２とに取り付ける。図
１に示すように、右側に居住スペース５１を設置し、左側にトイレスペース５２を設置す
る場合は、正面パネル１１の中間部１１８の左側に仕切パネル２を位置させる。図２に示
すように、左側に居住スペース５１を設置し、右側にトイレスペース５２を設置する場合
は、正面パネル１１の中間部１１８の右側に仕切パネル２を位置させる。
【００３８】
　いずれにしても、仕切パネル２の上辺から突出した掛止部２３，２３が正面パネル１１
の中間部１１８及びこの中間部１１８と対向する背面パネル１２の水平姿勢とされた最上
の線材６に引っ掛けられる。仕切パネル２の下縁部が居住側トレー４１の溝部４１６内に
嵌め込まれる。なお、仕切パネル２は、梱包されたときに、仕切出入口２１に仕切扉２２
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が取り付けられたものであってもよいし、別途、取り付けられるものであってもよい。
【００３９】
　次に、使用者は、内部空間５を塞ぐように天井パネル３の周縁を周壁パネル１上に置く
。使用者は、天井パネル３と周壁パネル１とも連結部材１５によって連結する。天井パネ
ル３によって、ペットが内部空間５内から飛び出ないようにするとともに、周壁パネル１
を保形することができる。
【００４０】
　ここで、本実施形態のペット用サークルの使用方法について説明する。ここでは、正面
パネル１１の第１の出入口１１１側に居住スペース５１が設けられ、第２の出入口１１２
側にトイレスペース５２が設けられるとして説明する。居住スペース５１内の居住側トレ
ー４１上には、食器などが置かれる。トイレスペース５２内のトイレ側トレー４２上には
、トイレ用具が置かれる。この食器やトイレ用具は、天井パネル３の各分割パネルを開閉
することで、入れたり出したりすることができる。
【００４１】
　飼主が外出したり、就寝したりするときは、ペットをペット用サークル内に入れて、正
面パネル１１の両主扉１１３，１１４を閉じた状態とする。仕切パネル２の仕切扉２２は
、基本的に開けた状態とする。
【００４２】
　ペットに対してトイレ躾するときは、ペットを居住スペース５１内に入れて、正面パネ
ル１１の両主扉１１３，１１４及び仕切パネル２の仕切扉２２を閉じた状態とする。ペッ
トの様子から排泄が近づいてきたと察知できた場合、飼主は、仕切パネル２の仕切扉２２
を開けて、ペットをトイレスペース５２へ誘導する。飼主は、ペットがトイレ側トレー４
２で排泄し終えると、トイレ側トレー４２で排泄したことを誉める。　
【００４３】
　そして、飼主は、仕切パネル２の仕切扉２２を開けてペットを居住スペース５１へ戻す
。そして、ペットを内部空間５内から出すときは、飼主は、正面パネル１１の居住スペー
ス５１の第１の主扉１１３を開ける。ペットは、居住スペース５１へ戻すことなく、正面
パネル１１のトイレスペース５２の第２の主扉１１４から出すようにしてもよい。
【００４４】
　ペットに対するトイレの躾ができると、仕切パネル２の仕切扉２２は、開けっ放しにし
てよい。飼主が外出したり、就寝したりするとき以外は、正面パネル１１のトイレスペー
ス５２側の第２の主扉１１４も開けっ放しにしてよい。ただし、躾ができたペットについ
て、仕切扉２２と各主扉１１３，１１４の開閉は、飼主の任意である。
【００４５】
　また、ペット用サークルの設置場所が変更され、居住スペース５１とトイレスペース５
２とを入れ替えたい場合は、天井パネル３を周壁パネル１から外し、仕切パネル２を正面
パネル１１及び背面パネル１２から外し、居住側トレー４１とトイレ側トレー４２とを交
換し、仕切パネル２を正面パネル１１及び背面パネル１２に付け直す。
【００４６】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上述の実施形態に限定され
るものではなく、本発明の目的を達成できる範囲での変形改良等は本発明に含まれるもの
である。
【００４７】
　例えば、ペット用サークルは、天井パネル３を必ずしも備えなくてもよい。天井パネル
３を備えない場合は、周壁パネル１の上縁に枠状のフレーム（図示せず）を固定してもよ
い。この場合は、枠状のフレームに仕切パネル２の掛止部２３を引っ掛ける切欠き部を二
対、形成してもよい。
【００４８】
　また、仕切パネル２は、必ずしも仕切扉２２を備えなくてもよい。この場合、ペットは
、正面パネル１１の居住スペース５１への第１の出入口１１１及びトイレスペース５２へ
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の第２の出入口１１２を通って、居住スペース５１とトイレスペース５２とを行き来する
。
【００４９】
　居住スペース５１への第１の出入口１１１及びトイレスペース５２への第２の出入口１
１２は、正面パネル１１でなく、少なくとも一方を側面パネル１３，１４に設けてもよい
。また、何れであっても、主扉１１３，１１４は、折れ戸としてもよい。主扉１１３，１
１４に取り付けられるロック部材１１６は、ターンするだけの部材であったり、ラッチの
ような部材であったりしてもよい。
【００５０】
　正面パネル１１、背面パネル１２及び天井パネル３は、居住スペース５１側の分割パネ
ルとトイレスペース５２側の分割パネルとに二分割することなく、それぞれ１枚で構成し
てもよい。逆に、正面パネル１１、背面パネル１２及び天井パネル３が大型化された場合
は、三分割以上としてもよい。正面パネル１１や背面パネル１２を二分割以上とするとき
は、連結部材１５によって一体化するのではなく、一方の分割パネルの一方の番線が他方
の分割パネルの方へ伸びて、他方の分割パネルの直交する番線に巻き付くようにしてもよ
い。
【００５１】
　正面パネル１１及び背面パネル１２は、仕切パネル２の着脱位置の線材６の間隔を必ず
しも狭くする必要はない。この場合は、仕切パネル２の取付位置の正面パネル１１及び背
面パネル１２にテープを巻き付けたり着色したりするといったような目印を付し、仕切パ
ネル２が位置ずれしないように掛止部２３にスペーサを取り付けてもよい。仕切パネル２
は、掛止部２３，２３にネジを切り、ナット（図示せず）によって固定したものとしても
よい。
【００５２】
　居住側トレー４１とトイレ側トレー４２は、必ずしも折返し部４１４，４２４を備える
ことなく、単に並べられるだけとしてもよい。逆に、居住側トレー４１とトイレ側トレー
４２とは、一体化したものとし、左右の向きを逆転させて使用してもよい。この居住側ト
レー４１とトイレ側トレー４２とは、一体化したトレーであっても、居住側トレー４１の
底板部４１１には、複数（図面では３か所）の突起４１５が設けられ、突起４１５と周壁
部４１２との間に溝部４１６が形成される。
【００５３】
　正面パネル１１、背面パネル１２と左右の側面パネル１３，１４は、連結部材１５によ
って連結することなく、いずれかのパネル１１～１４の線材６の先端部が延長され、他方
の線材６を巻き付くようにして連結してもよい。
【００５４】
　周壁パネル１や天井パネル３は、複数の線材６を格子状に組んだ檻状とすることなく、
いずれかをプラスチック製のボードとしたり、すべてを多数の孔を開けたボードとしたり
してもよい。
【００５５】
　居住側トレー４１とトイレ側トレー４２は、それぞれ居住スペース５１内とトイレスペ
ース５２内に置かれることなく、居住スペース５１とトイレスペース５２から食み出すよ
うに置かれてもよい。この場合は、折返し部４１４，４２４を備えていない側の居住側ト
レー４１の周壁部４１２，４２２が周壁パネル１の外側を囲む状態となる。正面パネル１
１の中間部１１８と背面パネル１２の中間部の両下端部が入り込むようにするために、両
トレー４１，４２の折返し部４１４，４２４及びこの折返し部４１４，４２４を設ける周
壁部４１２，４２２の両端部は設けられない。
【００５６】
　以上まとめると、本発明が適用されるペット用サークルは、次のような構成を取れば足
り、各種各様な実施形態をとることができる。
【００５７】
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　すなわち、本発明に係るペット用サークルは、
　正面パネル１１と背面パネル１２と左右の側面パネル１３，１４との各側辺が互いに連
結され、内側に内部空間５を設ける周壁パネル１と、
　内部空間５を居住スペース５１とトイレスペース５２とに区画するように正面パネル１
１及び背面パネル１２に取り付けられる仕切パネル２と、
　居住スペース５１側に置かれる大きめの居住側トレー４１と、
　トイレスペース５２側に置かれる小さめのトイレ側トレー４２と、
を備え、
　居住側トレー４１とトイレ側トレー４２とが交換自在とされ、当該両トレー４１，４２
の交換に対応して仕切パネル２が正面パネル１１及び背面パネル１２に着脱自在とされ、
当該仕切パネル２の取付位置によって居住スペース５１とトイレスペース５２との配置が
変更可能とされている。
【００５８】
　このペット用サークルによれば、居住側トレー４１とトイレ側トレー４２とが交換自在
とされ、当該両トレー４１，４２の交換に対応して仕切パネル２が正面パネル１１及び背
面パネル１２に着脱自在とされていることにより、正面と背面とを反転することなく、隣
り合った居住スペース５１とトイレスペース５２との配置を変更することができる。
【００５９】
　居住側トレー４１は、居住スペース５１内に置かれる又は居住スペース５１から食み出
るように置かれ、トイレ側トレー４２は、トイレスペース５２内に置かれる又はトイレス
ペース５２から食み出るように置かれる。
【００６０】
　このペット用サークルによれば、居住側トレー４１が居住スペース５１内に置かれ、ト
イレ側トレー４２がトイレスペース５２内に置かれることにより、周壁パネル１をフロア
などの上に安定して設置することができる。居住側トレー４１が居住スペース５１から食
み出るように置かれ、トイレ側トレー４２がトイレスペース５２から食み出るように置か
れることにより、周壁パネル１を両トレー４１，４２上に設置するようにすることができ
る。
【００６１】
　正面パネル１１は、居住スペース５１への第１の出入口１１１及びトイレスペース５２
への第２の出入口１１２を有し、各出入口１１１，１１２を開閉する各主扉１１３，１１
４を備えている。
【００６２】
　このペット用サークルによれば、ペットが居住スペース５１又はトイレスペース５２へ
出入りするときに、居住スペース５１への第１の出入口１１１及びトイレスペース５２へ
の第２の出入口１１２を使用することができる。ペット用サークルは、各主扉１１３，１
１４を閉扉することで、ペットを内部空間５内に入れておくことができる。正面パネル１
１が居住スペース５１への第１の出入口１１１、第１の主扉１１３及びトイレスペース５
２への第２の出入口１１２、第２の主扉１１４を有していても、ペット用サークルは、こ
の両出入口１１１，１１２、各主扉１１３，１１４を手前に向けたまま、居住スペース５
１とトイレスペース５２との配置を変更することができる。
【００６３】
　この場合、正面パネル１１は、居住スペース５１への第１の出入口１１１とトイレスペ
ース５２への第２の出入口１１２との間に設けられる中間部１１８であって、前記仕切パ
ネルが取り付けられる中間部１１８を備えている。
【００６４】
　このペット用サークルによれば、居住スペース５１が大きく、トイレスペース５２が小
さくされているときに、居住スペース５１に設置する居住側トレー４１が中間部１１８内
に納まるようにすることができる。
【００６５】
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　仕切パネル２は、居住スペース５１とトイレスペース５２との間でペットが出入りでき
るようにする仕切出入口２１を有し、当該仕切出入口２１を開閉する仕切扉２２とを備え
ている。
【００６６】
　このペット用サークルによれば、ペットが仕切パネル２の開扉した仕切出入口２１を通
って、居住スペース５１とトイレスペース５２とを行き来することができるようにするこ
とができる。ペット用サークルは、仕切扉２２を開閉することで、排泄の躾をすることが
できる。
【００６７】
　正面パネル１１及び背面パネル１２は、居住スペース５１側の第１のパネルとトイレス
ペース５２側の第２のパネルとに二分割され、居住スペース５１側の第１のパネルとトイ
レスペース５２側の第２のパネルとを連結する連結部材１５を備えている。
【００６８】
　このペット用サークルによれば、居住スペース５１側の第１のパネルとトイレスペース
５２側の第２のパネルとに二分割されていることにより、コンパクトに梱包することがで
き、運送費を抑えることができる。
【００６９】
　少なくとも正面パネル１１及び背面パネル１２は、複数本の線材６を格子状に組んだ檻
状とされ、仕切パネル２の着脱位置で隣り合っている線材６の間隔が他の位置で隣り合っ
ている間隔よりも狭くされている。
【００７０】
　このペット用サークルによれば、隣り合っている線材６の間隔が狭くされることにより
、仕切パネル２を取り付ける位置がわかりやすくなり、また、仕切パネル２が位置ずれし
ないようにすることができる。
【００７１】
　居住側トレー４１及びトイレ側トレー４２は、それぞれ底板部４１１，４２１と、当該
底板部４１１，４２１の外周縁に立ち上げられた周壁部４１２，４２２と、当該各周壁部
４１２，４２２の上端縁から外向きに突出した鍔部４１３，４２３と、を備え、隣り合っ
た居住側トレー４１とトイレ側トレー４２の各鍔部４１３，４２３に、係合する折返し部
４１４，４２４が備えられている。
【００７２】
　このペット用サークルによれば、居住側トレー４１の鍔部４１３，４２３とトイレ側ト
レー４２の鍔部４１３，４２３とに備えられた折返し部４１４，４２４が係合することで
、居住側トレー４１とトイレ側トレー４２とを一体化し、一方のトレーが他方のトレーに
乗り上げないようにすることができる。
【００７３】
　前記居住側トレー及び前記トイレ側トレーは、一体化されている。このペット用サーク
ルによれば、居住側とトイレ側に分割されていない一体のトレーを使用したいという要請
に応えることができる。
【符号の説明】
【００７４】
　　　１…周壁パネル
　　１１…正面パネル
　１１１…第１の出入口
　１１２…第２の出入口
　１１３…第１の主扉
　１１４…第２の主扉
　１１８…中間部
　　１２…背面パネル
　　１３…側面パネル
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　　１４…側面パネル
　　１５…連結部材
　　　２…仕切パネル
　　２１…仕切出入口
　　２２…仕切扉
　　　３…天井パネル
　　４１…居住側トレー
　４１１…底板部
　４１２…周壁部
　４１３…鍔部
　４１４…折返し部
　　４２…トイレ側トレー
　４２１…底板部
　４２２…周壁部
　４２３…鍔部
　４２４…折返し部
　　　５…内部空間
　　５１…居住スペース
　　５２…トイレスペース
　　　６…線材

【図１】 【図２】
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